
高
田
政
度
の
節
用
集
を
め
ぐ
っ
て

一
は
じ
め
に

近
世
に
お
い
て
は
、
所
収
語
や
分
類
形
式
の
有
用
性
を
認
め
ら
れ

た
辞
書
が
、
一
系
統
を
な
す
と
い
え
る
ま
で
に
多
く
の
諸
本
と
し
て

刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
節
用
集
で
は
、
易
林
本
節

用
集
、
合
類
節
用
集
、
書
言
字
考
節
用
集
、
宝
暦
新
選
早
引
節
用
集

な
ど
が
そ
の
よ
う
な
辞
書
と
し
て
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
そ

れ
自
体
が
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
辞
書
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

そ
の
所
収
語
や
形
式
を
受
け
継
ぐ
節
用
集
を
多
く
輩
出
し
て
い
っ
た

と
い
う
点
で
も
、
近
世
を
代
表
す
る
節
用
集
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
世
紀
以
降
に
編
纂
さ
れ
た
イ
ロ
ハ
意
義
分
類
体
の
節
用
集
中
、

有
数
の
刊
行
回
数
を
誇
る
鑑
海
節
用
集
（
以
下
「
鑑
海
」
）
も
、
そ
れ

ら
と
同
様
に
位
置
づ
け
る
べ
き
一
本
と
見
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
「
鑑
海
」

を
改
編
し
て
成
っ
た
節
用
集
が
「
鑑
海
」
か
ら
何
を
受
け
継
ぎ
、
何

を
受
け
継
が
な
か
っ
た
の
か
を
確
認
し
、
近
世
中
期
に
お
け
る
節
用

集
発
達
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ニ
対
象
と
す
る
諸
本

「
鑑
海
」
を
主
要
な
編
纂
資
料
と
す
る
節
用
集
と
し
て
は
、
既
に
、

佐
藤
(
-
九
九

0
a
)
に
お
い
て
、
宝
暦
新
撰
早
引
節
用
集
の
存
在

が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
梨
(
-
九
八
八
）
で
、
門
構
成
や

所
収
語
の
配
列
形
式
等
の
点
で
「
鑑
海
」
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
節
用
集
諸
本
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
「
鑑
海
」
の
系
統

下
に
あ
る
節
用
集
を
確
認
し
て
い
く
第
一
段
階
と
し
て
、
「
鑑
海
」
と
編

(
1
)
 

纂
者
を
同
じ
く
す
る
節
用
集
を
調
査
対
象
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
「
鑑

海
」
の
編
纂
者
は
、
序
や
刊
記
の
記
載
か
ら
高
田
政
度
（
清
兵
衛
）

と
さ
れ
て
い
る
。
書
陣
で
も
あ
っ
た
高
田
政
度
が
実
際
に
諸
書
の
編

纂
に
携
わ
っ
た
の
か
否
か
は
、
実
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
編
纂
者
の
名
前
を
示
す
こ
と
が
少
な
い
近
世
の
節
用
集
に

あ
っ
て
、
書
物
中
に
高
田
政
度
の
編
纂
と
す
る
記
載
を
有
す
る
節
用

集
が
「
鑑
海
」
以
降
も
少
な
か
ら
ず
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
対
象
を
高
田
政
度
の
編
纂
と
さ
れ

る
節
用
集
に
限
定
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
「
編
海
」
の
系
統
下
に
位

米

谷

隆

史
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僅
す
る
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
の
便
宜
的
な

措
骰
で
は
あ
る
が
、
同
一
の
編
纂
者
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
す
る
節
用

集
諸
本
が
形
式
や
内
容
の
上
で
い
か
な
る
幅
を
有
す
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
も
意
義
を
認
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
で
は
、
「
高
田
政
度
編
纂
の
節
用
集
」
を
、
当
該
節
用
集

中
に
高
田
政
度
が
編
纂
し
た
と
の
記
載
が
存
す
る
節
用
集
と
い
う
意

味
で
用
い
る
。

高
田
政
度
編
纂
の
節
用
集
の
多
く
は
、
大
阪
の
有
力
書
陣
で
あ
っ

た
吉
文
字
屋
が
中
心
と
な
っ
て
開
版
し
て
い
る
。
宝
暦
二
年
(
-
七

五
二
）
の
宝
暦
新
撰
早
引
節
用
集
の
刊
行
以
降
、
節
用
集
の
主
流
は
、

旧
来
の
イ
ロ
ハ
意
義
分
類
体
の
節
用
集
か
ら
、
イ
ロ
ハ
分
類
の
下
に

仮
名
数
に
よ
る
分
類
を
置
く
早
引
形
式
の
節
用
集
に
移
っ
て
い
く
。

佐
藤
(
-
九
九

0
a
)
に
よ
る
と
、
吉
文
字
屋
は
、
早
引
形
式
の
版

権
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
の
後
半
に
は
多
様
な
引

様
の
節
用
集
を
刊
行
す
る
こ
と
で
早
引
形
式
の
節
用
集
に
対
抗
し
よ

う
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
以
下
に
検
討
す
る
諸
本
の
中
に
も
そ
の

一
翼
を
担
う
べ
く
編
纂
さ
れ
た
節
用
集
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

高
田
政
度
編
纂
の
節
用
集
諸
本
を
検
討
す
る
前
に
、
高
梨
(
-
九

八
八
）
や
米
谷
（
二

0
0
I

)

 

(二

0
0
三
）
等
に
拠
っ
て
、
「
鑑
海
」

の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
。

・
体
裁

横
三
つ
切
の
小
本
。
頭
書
は
な
く
、
付
録
も
年
代
記
等
を
わ
ず
か

に
付
す
の
み
で
あ
る
。
所
収
語
の
掲
出
書
体
は
行
草
体
の
一
体
の
み
。

半
丁
の
行
数
は
、
そ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
節
用
集
の
中
で
は
最
も
多

い
―
一
行
で
あ
る
。

・
意
義
分
類
（
門
構
成
）
・
門
内
の
所
収
語
配
列

従
来
の
イ
ロ
ハ
意
義
分
類
体
の
節
用
集
で
は
統
一
が
十
分
で
な
か

っ
た
意
義
分
類
（
門
）
の
呼
称
・
数
・
順
序
を
、
イ
ロ
ハ
各
部
に
わ

た
っ
て
、
言
語
門
か
ら
気
形
門
に
至
る
一

0
門
に
整
理
統
一
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
言
語
門
に
お
い
て
は
漢
字
一
字
の
語
を
冒
頭

に
配
列
す
る
。

・
仮
名
遣
•
そ
の
他

当
時
の
多
く
の
節
用
集
と
同
様
、
イ
部
と
ヰ
部
・
エ
部
と
ヱ
部
・

ヲ
部
と
オ
部
を
そ
れ
ぞ
れ
一
括
す
る
四
四
部
立
で
あ
る
が
、
エ
部
と

ヱ
部
を
、
多
く
の
節
用
集
と
は
逆
に
ヱ
部
（
奥
の
ゑ
）
に
一
括
す
る

点
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
付
訓
の
語
頭
に
お
い
て
「
ゐ
」
・
「
え
」
．

「
お
」
を
使
用
せ
ず
、
全
て
「
い
」
・
「
ゑ
」
・
「
を
」
を
用
い
る
こ
と

ホ

ン

パ

ウ

カ

ナ

ヅ

カ

ヒ

と
も
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
凡
例
」
に
「
本
邦
ノ
仮
名
遣

セ

イ

カ

ク

ソ

ノ

キ

フ

ジ

イ

タ

ツ

ェ

ラ

ム

イ

ト

マ

カ

ル

ガ

ユ

へ

二
正
格
ア
リ
ト
イ
ヘ
托
其
急
時
二
至
テ
ハ
択
二
隙
ナ
シ
故
ニ

ソ

ノ

モ

ン

ト

ル

其
ミ
ヤ
ス
キ
門
二
採
」
と
記
す
通
り
、
語
頭
に
オ
列
長
音
を
有
す
る

語
を
、
本
来
の
開
合
に
関
わ
ら
ず
、
オ
列
の
仮
名
の
部
に
一
括
し
て

掲
出
す
る
傾
向
が
強
い
。
例
え
ば
、
旧
来
の
節
用
集
が
ハ
部
に
掲
出

す
る
「
坊
主
」
を
「
鑑
海
」
は
ホ
部
に
掲
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
処
置
は
タ
・
ナ
・
ハ
・
マ
・
ヤ
行
に
限
ら
れ
る
が
、
半
濁
点
と
し
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て
の
圏
点
を
頻
用
す
る
こ
と
も
含
め
、
全
体
に
旧
来
の
節
用
集
よ
り

も
表
音
的
な
仮
名
遣
に
拠
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
特
徴
は
、
「
鑑
海
」
が
字
引
と
し
て
の
用
途
を
強
く
意
識
し

て
編
纂
さ
れ
た
節
用
集
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
高
田
政
度
編
纂
の

節
用
集
は
こ
れ
ら
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

次
の
年
表
は
、
佐
藤
(
-
九
九
六

a)
を
参
考
に
し
て
、
高
田
政

度
編
纂
の
節
用
集
を
刊
行
年
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
書
名
は

内
題
に
拠
っ
て
い
る
。
な
お
、
初
印
本
中
に
高
田
政
度
の
名
前
が
示

さ
れ
て
い
れ
ば
、
改
修
に
よ
っ
て
そ
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
て
も

年
表
に
は
示
し
た
。

0
印
は
高
田
政
度
の
編
纂
と
す
る
記
載
が
書
中

に
存
す
る
も
の
、
＊
印
は
未
見
の
も
の
、
〈
〉
内
は
割
書
、
下
段
の

(
）
内
は
本
稿
に
お
け
る
略
称
で
あ
る
。

延
享
元
年

寛
延
三
年

寛
延
四
年

宝
暦
四
年

宝
暦
六
年

宝
暦
六
年

宝
暦
八
年

宝
暦
九
年

（
一
七
四
四
）

0
鑑
海
節
用
集
（
「
鑑
海
」
）

（
一
七
五

0
)0~ 

海
節
用
集
（
「
鑑
海
」
）

（
一
七
五
一
）

0
字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

（
一
七
五
四
）

0
鑑
海
節
用
集
（
「
鑑
海
」
）

（
一
七
五
六
）

0
大
節
用
文
字
宝
鑑
（
「
大
節
」
）

（
一
七
五
六
）

0
文
会
節
用
集
大
成
（
「
文
会
」
）

（
一
七
五
八
）

0
袖
中
節
用
集
（
「
袖
中
A
」
)

（
一
七
五
九
）

0
新
撰
部
分
節
用
集
（
「
部
分
」
）

宝
暦
―
二
年
（
一
七
六
二
）

0
鑑
海
節
用
集
（
「
鑑
海
」
）

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
百
川
学
海
錦
字
選
（
「
百
川
」
）

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

0
鑑
海
節
用
集
（
「
鑑
海
」
）

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
＊
新
撰
正
字
通
（
「
正
字
」
）

安
永
九
年
（
一
七
八

0
)
0
新
撰
正
字
通
（
「
正
字
」
）

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

0
字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
〇
袖
中
節
用
集
（
「
袖
中
B
)
」

寛
政
二
年
（
一
七
九

0
)
0
新
撰
正
字
通
（
「
正
字
」
）

寛
政
三
年
（
一
七
九
―

)
0字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

0
鑑
海
節
用
集
（
「
鑑
海
」
）

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

0
字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

文
化
一
四
年
(
-
八
一
七
）

0
字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

文
政
二
年
(
-
八
一
九
）

0
文
会
節
用
集
大
成
（
「
文
会
」
）

文
政
五
年
(
-
八
二
二
）

0
新
撰
正
字
通
（
「
正
字
」
）

文
政
五
年
(
-
八
二
二
）

0
五
車
抜
錦
（
「
五
車
」
）

文
政
五
年
(
-
八
二
二
）

0
字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

天
保
九
年
(
-
八
三
八
）

0
字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

文
久
二
年
(
-
八
六
二
）

0
鑑
海
節
用
集
（
「
鑑
海
」
）

元
治
元
年
(
-
八
六
四
）

0
字
典
節
用
集
（
「
字
典
」
）

明
治
―
一
年
(
-
八
七
八
）

0
〈
漢
語
増
補
〉
数
引
節
用
集

（
「
数
引
A
」
)

明
治
一
三
年
(
-
八
八

0
)
0
〈
以
呂
波
引
〉
数
引
節
用
集
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以
上
の
よ
う
に
、
合
計
で
二
九
本
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
中
に
は
、
高
田
政
度
編
纂
の
節
用
集
と
し
て
一
括
す
る
に
は
、

や
や
問
題
の
あ
る
も
の
が
存
す
る
。
明
治
期
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た

早
引
形
式
の
二
本
で
あ
る
。

「
数
引
A
]
は
真
草
二
行
で
、
刊
記
に
「
天
保
十
五
年
初
刻
／

明
治
三
年
再
刻
／
（
中
略
）
／
同
十
一
年
七
月
出
版
／
編
輯
者

故

人

大

阪

平

民

高

田

政

度

／

増

補

人

大

阪

府

平

民

小

西

長
一
郎
／
（
中
略
）
／
出
版
人
同
平
民
豊
田
宇
左
エ
門
」
と
の

記
載
が
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、
「
数
引
A
」
の
辞
書

本
文
は
行
詰
や
字
配
り
ま
で
明
治
三
年
刊
行
の
〈
懐
宝
〉
数
引
節
用

(
2
)
 

集
に
拠
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
数
引
B
」
は
、
行
草
体
一
体
で
、
刊
記

に
「
安
政
三
年
初
刻
／
明
治
三
年
七
月
再
刻
／
（
中
略
）
／
同

十
三
年
二
月
三
刻
／
編
輯
人
故
人
大
阪
府
平
民
高
田
政
度
／

出
版
人
同
府
平
民
豊
田
宇
左
衛
門
」
、
題
箋
に
「
高
田
政
度
編
輯
」

の
記
載
を
有
す
る
。
辞
書
本
文
は
、
語
順
の
相
違
が
存
す
る
も
の
の
、

刊
記
の
記
載
通
り
安
政
三
年
刊
行
の
懐
宝
早
引
節
用
集
に
拠
っ
て
い

(
3
)
 

る
よ
う
で
あ
る
。

書
陣
と
し
て
の
高
田
清
兵
衛
は
早
引
形
式
の
版
権
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
ま
た
、
「
数
引
A
」
や
「
数
引
B
」
が
依
拠
し
た
節
用
集
が

編
纂
さ
れ
た
幕
末
期
に
高
田
政
度
が
存
命
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ

（
「
数
引
B
」)

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
高
田
政
度
は
こ
の
両
本
の
編
纂
に
携
わ
っ
て

い
な
い
だ
け
で
な
く
、
書
陣
が
高
田
政
度
を
編
纂
者
と
し
て
示
す
こ

と
の
意
義
も
そ
の
他
の
二
七
本
の
節
用
集
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
明
治
期
に
な
っ
て
高
田
政
度
の
名
前
が
再
び
編
纂
者
と

し
て
現
れ
て
く
る
と
い
う
事
実
は
、
大
阪
の
辞
書
出
版
界
に
お
け
る

高
田
政
度
の
位
置
を
見
極
め
る
上
で
は
興
味
深
い
事
例
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
含
め
て
論
ず
る
こ
と
は

本
稿
の
目
的
か
ら
外
れ
る
面
も
多
い
た
め
、
「
数
引
A
」
「
数
引
B
」

に
関
す
る
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
以
下
で
は
、
残
り
の
二
七
本

に
関
す
る
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

三
諸
本
の
概
要
と
系
統
関
係

「
数
引
A
」
「
数
引
B
」
を
除
い
た
二
七
本
の
節
用
集
は
、
辞
書
本

文
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
七
群
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、

こ
の
七
群
に
つ
い
て
、
先
に
確
認
し
た
「
鑑
海
」
の
特
徴
を
も
と
に

比
較
を
行
う
。
た
だ
し
、
七
群
相
互
の
対
照
か
ら
だ
け
で
は
、
当
時

の
一
般
的
な
節
用
集
と
の
類
似
関
係
が
計
り
が
た
い
こ
と
か
ら
、
『
国

書
総
目
録
』
が
高
田
政
度
の
著
作
と
す
る
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)

刊
行
の
文
翰
節
用
通
宝
蔵
（
以
下
「
文
翰
」
）
を
比
較
の
対
象
に
加
え

る
。
「
文
翰
」
は
、
刊
行
書
雖
に
高
田
清
兵
衛
の
名
前
が
見
ら
れ
る
も

(
4
)
 

の
の
、
そ
の
辞
書
本
文
は
、
宝
永
頃
刊
行
の
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
の

系
統
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
て
い
る
の
で
、
付
録
部
分
以
外
は
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高
田
政
度
の
編
纂
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
大
海
節
用
和
国
宝

蔵
の
辞
書
本
文
を
流
用
す
る
節
用
集
は
一
八
世
紀
前
半
だ
け
で
も
一

0
本
の
刊
行
が
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刊
行
書
陣
に
名
を
連

ね
る
高
田
政
度
が
確
実
に
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
節
用
集
と
し
て
、

ま
た
、
一
八
世
紀
中
莱
ま
で
に
流
布
し
て
い
た
一
般
的
な
節
用
集
の

代
表
と
し
て
、
「
文
翰
」
を
七
群
と
の
比
較
対
象
と
す
る
こ
と
は
無
意

味
で
は
な
い
と
考
え
る
。

表
イ
は
、
先
に
確
認
し
た
「
鑑
海
」
の
特
徴
か
ら
、
大
き
さ
・
見

出
語
の
掲
出
書
体
・
行
数
・
門
構
成
・
言
語
門
に
お
け
る
漢
字
一
字

語
の
位
置
・
エ
部
と
ヱ
部
の
所
収
語
の
掲
出
部
・
語
頭
に
お
け
る
「
ゐ
」

の
使
用
・
語
頭
に
お
け
る
ハ
行
開
合
の
処
理
・
半
濁
点
と
し
て
の
圏

点
の
使
用
、
の
九
点
に
つ
い
て
、
「
文
翰
」
と
節
用
集
各
群
の
相
違
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
高

梨
(
-
九
八
八
）
（
一
九
九

0
)
が
、
高
田
政
度
の
節
用
集
の
特
徴
と

し
て
、
言
語
門
を
各
部
の
冒
頭
に
置
く
こ
と
、
言
語
門
に
お
い
て
漢

字
一
字
の
語
を
冒
頭
に
掲
げ
る
こ
と
な
ど
を
既
に
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
図
口
に
は
、
ホ
部
の
所
収
語
の
出
入
り
か
ら
想
定
さ
れ
る

「
鑑
海
」
と
各
群
と
の
系
統
関
係
を
示
し
た
。
ホ
部
を
対
象
と
し
た

の
は
、
語
頭
に
お
け
る
開
合
の
扱
い
が
「
鑑
海
」
と
同
じ
か
否
か
で
、

所
収
語
の
一
致
数
に
明
確
な
違
い
が
現
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
各
書
名
の
下
に
は
、
各
々
の
節
用
集
の
ホ
部
の
所
収
語
数
と

「
鑑
海
」
の
所
収
語
と
の
一
致
語
数
を
示
し
、
具
体
的
な
語
の
出
入

り
の
例
を
、
所
収
語
が
多
い
言
語
門
と
、
意
義
分
類
上
の
揺
れ
が
少

な
い
草
木
門
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
図
表
を
参
照
し

つ
つ
、
各
群
の
特
徴
を
ま
と
め
て
い
く
こ
●
に
し
よ
う
。

0
「
鑑
海
」
群
（
「
鑑
海
」
全
て
）

延
享
元
年
か
ら
文
久
二
年
ま
で
七
回
の
刊
行
が
確
認
さ
れ
る
。
い

ず
れ
の
刊
年
の
も
の
に
も
所
収
語
の
出
入
り
や
付
訓
の
異
同
は
確
認

で
き
な
い
。
刊
記
を
改
修
す
る
の
み
の
後
印
本
は
見
ら
れ
ず
、
七
回

と
も
新
た
に
版
を
起
こ
し
て
の
刊
行
で
あ
る
。
延
享
元
年
本
以
下
、

諸
本
全
て
の
刊
記
に
「
高
田
（
氏
）
政
度
撰
」
の
記
載
が
あ
り
、
「
序
」

で
も
「
書
林
高
田
氏
」
の
編
纂
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
文
翰
」
と
の
所
収
語
の
違
い
を
確
認
し
て
お
く
と
、
「
文
翰
」
の

所
収
語
中
、
「
鑑
海
」
で
ホ
部
に
収
め
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
語
は
、

ホ
部
所
収
語
の
二
四
二
語
と
ハ
部
所
収
語
の
う
ち
で
語
頭
が
ホ
ウ
と

発
音
さ
れ
る
五
七
語
と
の
合
計
で
、
二
八
九
語
で
あ
る
。
「
鑑
海
」
の

ホ
部
の
所
収
語
数
二
八
四
語
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
う
ち
、
「
鑑
海
」

と
一
致
す
る
の
は
、
「
文
翰
」
の
ホ
部
の
所
収
語
で
一
五
八
語
、
ハ
部

の
所
収
語
で
三

0
語
の
、
合
計
一
八
八
語
で
あ
り
、
全
体
の
三
分
の

二
程
度
に
と
ど
ま
る
。
「
鑑
海
」
が
形
式
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
所

収
語
の
上
で
も
当
時
の
一
般
的
な
節
用
集
と
は
異
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ホ
部
の
場
合
、
「
文
翰
」
の
よ
う
な
辞
書
本
文
が
参
照
さ
れ
て

い
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
一
致
し
な
い
九
六
語
を
ど
の
よ
う
な
節
用
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文翰 鑑海 字典 大節 文会 袖中 正字 五車

大きさ 美濃版 横二つ切 横二つ切 横二つ切 美濃版 横二つ切 横二つ切 折本

書体 真草＿体 行草一体 真草一体 行草一体 真草＿体 真草＿体 真草一体 行草一体

行数 7 1 1 7 8 6 7 7 

-------鞄坤 ""にコ号ロ五口 写にコ謡ロロ に-き日五に

認 乾坤 乾坤 乾坤

時候 時候 時候 乾坤 時候 時候 時候

神祇 乾坤 乾坤 歳時 言語 官位 官位 官位

官位 器財 器財 官位

履
人倫 人倫 人倫

門 人倫 官位 官位 神祇 支体 支体 支体

名字 人倫 人倫 神社仏閣 衣食 衣食 器財

構
衣食 支体 支体 名所旧跡 衣食 気形 気形 衣食

支体 衣食 衣食 仏家 器財 草木 草木 草木

気形 草木 草木 人倫 草木 器財 器財 気形
成 草木 気形 気形 人物 気形 言語 言語 言語

器財 家業

数量 肢体

-ロき日五口 以下略

1 3門 1 0門 1 0門 4 9門 7門 1 0門 1 0門 1 0門

一字語 末尾 冒頭 冒頭 冒頭 冒頭 冒頭 冒頭 冒頭

エ・ヱ 工部 ヱ部 ヱ部 ヱ部 ヱ部 ヱ部 ヱ部 ヱ部

語「ゐ頭（のヰ） 」
0 ● ● ● ● X X ● 

●：不使用 Q: ー音節語基と撥音を伴う字音語基で使用 x: ー音節語基と字音語基で使用

語の頭所I属ヽり・ホり
X ● ● ● ● 0 0 ． 

●X：ホ部にホ掲部出のヽ ずuれ:ハ・方ホ両に部掲に出掲出し、いずれの部においても正用とする訓を付す
：ハ・ し か一

半濁点 不使用 頻用 頻用 頻用 頻用 頻用 頻用 頻用

表イ

集
か
ら
引
用
し
て
き
た
か
が
問
題
と
な
る
。
管
見
の
節
用
集
で
は
そ

の
九
六
語
を
一
本
で
最
も
多
く
収
め
る
の
は
書
言
字
考
節
用
集
で
、

(
5
)
 

八
0
語
余
り
を
網
羅
し
て
い
る
。
残
り
の
語
も
、
合
類
節
用
集
や
イ

ロ
ハ
韻
諸
本
ま
で
を
参
照
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
「
鑑
海
」
の
編
纂
資
料
の
解
明
は
現
在
の
と
こ

ろ
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
が
、
節
用
集
を
含
め
た
複
数
の
書
物
が
参

照
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
鑑
海
」
と
所
収
語

が
高
い
割
合
で
一
致
す
る
節
用
集
は
、
「
羞
海
」
の
所
収
語
を
継
承
す

る
も
の
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

0
「
字
典
」
群
（
「
字
典
」
全
て
）

寛
延
四
年
か
ら
元
治
元
年
ま
で
八
回
の
刊
行
が
確
認
さ
れ
る
。
諸

本
間
で
所
収
語
の
出
入
り
や
付
訓
の
異
同
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、

文
政
五
年
本
は
文
化
一
四
年
本
の
後
印
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
版

を
新
た
に
す
る
よ
う
で
あ
る
。
寛
延
四
年
本
の
刊
記
に
「
高
田
氏
政

度
撰
」
の
記
載
が
あ
り
、
寛
政
八
年
本
、
天
保
九
年
本
、
元
治
元
年

本
の
刊
記
に
も
「
高
田
政
度
選
」
と
あ
る
他
、
「
序
」
に
も
「
高
田
氏
」

の
編
纂
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
字
典
」
は
、
横
三
つ
切
の
小
本
。
表
イ
に
見
る
通
り
、
大
き
さ

か
ら
門
構
成
、
仮
名
遣
ま
で
「
諮
海
」
の
特
徴
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受

け
継
ぎ
、
所
収
語
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
「
鑑
海
」
に
拠
っ
て
い
る
。

大
き
な
相
違
点
は
、
「
文
翰
」
と
同
様
に
真
草
二
体
で
あ
る
こ
と
と
、
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図
ロ

I
当
該
群
の
所
収
語
中
、
「
鑑
海
」
未
所
収
の
語
（
増
補
語
）

II
「
鑑
海
」
の
所
収
語
中
、
当
該
群
未
所
収
の
語
（
削
除
語
）

・
系
統
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
語
順
は
適
宜
変
更
し
て
い
る

・
「
大
節
」
の
一
致
語
数
は
別
の
名
前
の
門
に
収
め
ら
れ
る
語
を
含
む
。
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そ
れ
に
伴
っ
て
半
丁
当
た
り
の
行
数
を
削
減
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
字
典
」
は
、
「
鑑
海
」
の
形
式
と
所
収
語
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
踏
襲
し
、
唯
一
、
書
体
掲
出
の
面
で
当
時
の
一
般

的
な
節
用
集
の
形
式
を
援
用
し
た
節
用
集
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

〇
「
文
会
」
群
（
「
文
会
」
・
「
百
川
」
）

「
文
会
」
と
「
百
川
」
の
両
書
は
、
付
録
や
内
題
は
異
な
る
が
、

辞
書
本
文
は
同
一
の
版
で
あ
る
た
め
、
「
百
川
」
は
「
文
会
」
の
改
題

本
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
会
」
と
し
て
宝
暦

六
年
に
刊
行
し
た
後
、
明
和
五
年
に
「
百
川
」
と
改
題
の
う
え
再
印

し
、
文
政
二
年
に
内
題
を
旧
に
復
し
て
再
印
し
た
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
「
文
会
」
の
刊
記
に
は
「
高
田
氏
政
度
選
」
の
記
載
を
有
す
る
が
、

「
百
川
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。

「
文
会
」
は
美
濃
版
、
真
草
二
体
で
毎
半
丁
六
行
、
頭
書
を
有
す

る
一
般
的
な
大
本
節
用
集
の
体
裁
を
採
る
。
「
乾
坤
時
候
」
「
言
語
」

か
ら
「
気
形
」
に
至
る
七
門
構
成
で
あ
る
が
、
表
イ
に
示
し
た
門
名

か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、
本
来
は
「
鑑
海
」
の
よ
う
な
一

0
門
構
成
で

あ
っ
た
も
の
を
改
編
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
言
語
門
で
は

ほ

と

を

る

ぼ

ろ

ぽ

ろ

「
煩
熱
」
「
暮
露
々
々
」
等
、
「
字
典
」
編
纂
の
段
階
で
削
除
さ
れ
た

五
語
を
収
め
て
い
な
い
こ
と
、
草
木
門
で
は
「
鑑
海
」
の
「
酸
漿
」

を
「
字
典
」
と
同
様
に
「
酸
醤
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
直
接
に
は
「
字

典
」
を
改
編
し
た
節
用
集
と
考
え
ら
れ
る
。
ホ
部
で
は
言
語
門
に
お

い
て
―
二
語
を
削
除
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
は

「
鑑
海
」
よ
り
も
所
収
語
数
が
多
い
。
こ
れ
は
、
草
木
門
を
は
じ
め

と
す
る
名
彙
を
収
め
る
門
を
増
補
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
大
本
の

節
用
集
と
し
て
刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
字
引
的
な
部
分
よ
り
も
、

百
科
辞
書
的
な
部
分
を
よ
り
重
視
し
た
結
果
と
見
ら
れ
る
。
「
乾
坤
時

候
」
門
が
巻
頭
に
位
置
す
る
こ
と
も
、
「
文
翰
」
に
近
い
。
し
た
が
っ

て
、
「
文
会
」
は
、
「
字
典
」
を
、
一
般
的
な
大
本
の
節
用
集
の
体
裁

に
近
づ
け
た
節
用
集
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

0
「
大
節
」
群
（
「
大
節
」
・
「
部
分
」
）

両
書
は
、
内
題
は
異
な
る
が
、
同
一
の
版
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

「
部
分
」
は
「
大
節
」
の
改
題
本
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
内
題

以
外
に
も
イ
ロ
ハ
分
類
の
表
示
に
関
わ
る
部
分
に
改
修
箇
所
が
見
ら

れ
る
が
、
所
収
語
は
同
一
と
い
っ
て
よ
い
。
両
書
と
も
刊
記
に
「
高

田
政
度
撰
」
の
記
載
を
有
し
、
「
序
」
に
も
「
高
田
政
度
」
の
編
纂
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
大
節
」
は
横
三
つ
切
の
小
本
、
行
草
一
体
で
毎
半
丁
八
行
。
表

イ
か
ら
は
知
ら
れ
な
い
が
、
意
義
分
類
の
下
に
イ
ロ
ハ
分
類
を
置
く

(
6
)
 

合
類
形
式
の
節
用
集
で
あ
る
。
意
義
分
類
は
四
九
門
で
、
言
語
門
以

外
の
名
彙
に
関
す
る
門
の
細
分
化
が
著
し
い
。
「
艦
海
」
と
相
違
す
る

ほ
う
せ
う

門
名
が
多
く
、
薬
種
門
の
「
i

亡
硝
」
の
よ
う
に
、
「
鑑
海
」
に
は
収
め

る
べ
き
門
が
存
し
な
い
よ
う
な
特
殊
な
語
も
見
ら
れ
る
。
「
鑑
海
」
の
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所
収
語
の
継
承
数
は
六
群
の
中
で
は
少
な
い
ほ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
八
割
を
優
に
超
え
る
。
言
語
門
の
位
置
や
仮
名
遣
の
方
針
も
一

致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
大
節
」
も
「
鑑
海
」
を
改
編
し
て
編
纂
し

た
節
用
集
と
考
え
ら
れ
る
。

合
類
形
式
の
節
用
集
と
し
て
み
る
と
、
延
宝
八
年
（
一
六
八

0
)

の
合
類
節
用
集
が
二
四
門
、
享
保
二
年
(
-
七
一
七
）
の
書
言
字
考

節
用
集
が
一
三
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
大
節
」
の
門
数
の
多
さ
は
特

(
7
)
 

筆
さ
れ
る
。
門
の
細
分
化
は
検
索
上
の
効
率
よ
り
も
教
科
書
的
に
類

語
を
通
覧
す
る
よ
う
な
参
照
の
仕
方
に
益
す
る
面
が
大
き
い
。
行
草

一
体
な
が
ら
、
半
丁
の
行
数
を
減
ら
し
て
所
収
語
を
大
き
な
字
で
掲

出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
も
、
「
大
節
」
は
「
鑑
海
」
の
所
収

語
を
受
け
継
ぐ
一
方
で
、
字
尽
的
な
辞
書
と
し
て
増
補
改
編
を
行
っ

た
節
用
集
と
い
え
る
。

0
「
袖
中
A
」
群
（
「
袖
中
A
」
の
み
）

刊
記
に
「
高
田
政
度
撰
」
の
記
載
を
有
し
、
「
序
」
に
も
「
高
田
氏
」

の
編
纂
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
凡
例
で
、
仮
名
遣
を
改

訂
し
た
こ
と
や
、
俳
諧
の
式
を
参
考
に
し
て
季
語
と
な
る
語
に
は
四

隅
に
付
し
た
▲
の
位
置
に
よ
っ
て
春
夏
秋
冬
を
示
し
た
こ
と
、
見
出

語
の
上
の
●
印
の
有
無
に
よ
っ
て
平
仄
を
示
す
こ
と
、
大
規
模
な
増

補
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

横
三
つ
切
の
小
本
で
、
真
草
二
体
（
一
部
行
草
の
一
体
の
み
）
。
半

丁
の
行
数
は
「
字
典
」
と
同
じ
く
七
行
で
あ
る
。
門
構
成
は
「
乾
坤
」

か
ら
「
言
語
」
に
至
る
一

0
門
。
数
と
名
称
は
「
鑑
海
」
と
同
じ
で

あ
る
が
、
順
序
は
「
文
幹
」
に
近
い
。

図
口
か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、
「
鑑
海
」
の
所
収
語
の
ほ
と
ん
ど
を
受

け
継
ぐ
一
方
、
多
く
の
増
補
を
加
え
て
い
る
。
増
補
語
は
、
書
言
字

考
節
用
集
や
「
文
翰
」
等
の
所
収
語
と
も
部
分
的
に
一
致
す
る
が
、

最
も
よ
く
一
致
す
る
の
は
、
宝
暦
六
年
刊
行
の
宝
暦
節
用
字
海
蔵
（
以

ほ
ふ

下
「
宝
暦
節
用
」
）
で
あ
る
。
言
語
門
で
は
「
法
」
を
除
く
一
四
語
を
、

草
木
門
で
は
六
語
全
て
を
確
認
で
き
、
ホ
部
全
体
で
も
「
鑑
海
」
に

対
す
る
増
補
語
六
八
語
の
内
、
六
三
語
が
「
宝
暦
節
用
」
に
よ
っ
て

(
8
)
 

網
羅
さ
れ
る
。
「
宝
暦
節
用
」
と
「
袖
中
A
」
の
出
版
書
律
に
は
、

共
に
鳥
飼
（
吉
文
字
屋
）
市
兵
衛
の
名
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
前
者
の

跛
文
に
「
絢
藻
齋
揆
庭
編
書
」
と
記
さ
れ
る
「
絢
藻
齋
」
の
名
前

は
、
「
袖
中
A
」
の
刊
記
に
も
「
絢
藻
齋
書
」
と
し
て
見
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
袖
中
A
」
は
、
絢
藻
齋
な
る
人
物
の
編
著
で
あ
る
「
宝

暦
節
用
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
推
定
す
る
根
拠
は
十
分
に
存
す

る
と
い
え
る
。

「
袖
中
A
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
節
用
集
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
所

ノ

シ

ヨ

タ

ウ

タ

ウ

収
語
掲
出
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
凡
例
に
「
此
書
ニ
ハ
唐
道
ノ

ス

ベ

シ

ク

ハ

ウ

ゴ

ト

類
総
テ
と
、
た
ノ
両
部
二
出
又
光
ノ
字
ノ
如
キ
ハ
、
か
、
く
、
こ
ノ

カ
カ
ハ

イ

ダ

タ

ト

三
門
二
出
シ
テ
誓
ヘ
バ
部
門
―
―
拘
ラ
ズ
か
こ
ノ
部
ニ
テ
モ
く
は
う
ト

シ

ル

n

レ

ジ

タ

ヅ

ヌ

ル

ソ

ゴ

シ

カ

シ

ラ

記
ス
是
字
ヲ
揮
二
麒
甑
ス
ル
「
|
ナ
ク
然
モ
椴
名
ノ
正
字
ヲ
知
シ
メ
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＂ 
ク
音

コ
部 タ

メ

ン
ガ
為
ナ
リ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
仮
名
遣
に
問
題
が
存
す
る
語
を

複
数
の
部
に
掲
出
し
、
か
つ
、
掲
出
し
た
い
ず
れ
の
部
に
お
い
て
も

(
9
)
 

正
用
の
仮
名
遣
で
付
訓
を
施
す
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
と
、

ト
レ

モ
ン

「
鑑
海
」
の
「
其
ミ
ヤ
ス
キ
門
二
採
」
と
い
う
方
針
と
の
関
係
を
確

認
し
て
お
こ
う
。
「
袖
中
A
」
の
「
光
」
を
頭
字
と
す
る
所
収
語
と
、

そ
れ
ら
の
語
の
「
鑑
海
」
と
「
宝
暦
節
用
」
で
の
掲
出
状
況
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

く

は

う

り

ん

み

や

う

光

臨

ー

明

（

言

語

）

く

は

う

ゐ

ん

く

は

う

み

や

う

く

は

う

り

ん

か

光
陰
（
時
候
）
光
明
光
臨
ー
駕
（
言
語
）

く

は

う

ゐ

ん

く

は

う

み

や

う

し

ゅ

く

は

う

り

ん

く

は

う

か

光
陰
（
時
候
）
光
明
朱
（
器
財
）
光
臨
ー
駕

く
は
う
み
や
う
く
は
う
ゐ
ん
や
の
ご
と
し

光

明

光

陰

如

矢

（

言

語

）

力
部

ク
部

コ
部

以
上
「
袖
中
A
」

こ
う
い
ん
や
の
ご
と
し

光
陰
如
矢
（
言
語
）

以
上
「
鑑
海
」

く

は

う

ゐ

ん

く

は

う

め

う

し

ゅ

く

は

う

り

ん

く

は

う

か

光
陰
（
時
候
）
光
明
朱
（
器
財
）
光
臨
ー
駕

く
は
う
め
う

光
明
（
言
語
）

以
上
「
宝
暦
節
用
」

い
ず
れ
の
部
に
お
い
て
も
「
光
」
の
字
音
仮
名
遣
を
「
く
は
う
」
と

す
る
点
は
凡
例
の
通
り
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
掲
載
状
況
は
、

い
ず
れ
の
語
を
も
、
力
、
ク
、
コ
の
三
部
に
掲
出
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
表
音
的
な
仮
名
遣
に
拠
っ
て
コ
部
に
全
て
の
語
を
掲
出
し
、
頻

用
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
語
を
、
「
宝
暦
節
用
」
の
よ
う
な
仮
名
遣
に
拠

こ
う
り
ん

光
臨

△
 

こ

う

カ

光
駕

こ
う
み
や
う

光
明

以
上
「
宝
暦
節
用
」

こ
の
場
合
は
、
ハ
部
に
は
「
宝
暦
節
用
」
の
所
収
語
を
、
ホ
部
に
は

「
鑑
海
」
の
所
収
語
を
そ
の
ま
ま
に
掲
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
か
、
凡
例
の
記
載
通
り
、

検
索
さ
れ
う
る
全
て
の
部
に
所
収
語
を
重
出
さ
せ
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
袖
中
A
」
に
お
け
る
所
収
語
掲
出
上
の
改
編
は
、
上
述
の
よ
う

に
不
統
一
が
残
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
改
編
は
、
「
謳
海
」
が
行

っ
て
い
た
表
音
的
な
仮
名
遣
に
拠
る
所
収
語
掲
出
を
進
め
る
面
も
あ

ホ
部

ヽ
"u,

ノ
立
口

ホ
部

ホ
部

は

う

く

わ

ほ

う

ら

っ

放

火

放

埒

ほ

う

げ

放
下

は
う
じ
ゃ
う
ゑ

放
生
会
（
乾
坤
）

は
う
い
つ

放
逸
（
言
語
）

ほ
う
じ
ゃ
う
ゑ

放
生
会
（
時
候
）

は

う

か

し

放
下
師

（
人
倫
）

は

う

か

放
下
（
言
語
）

以
上
「
袖
中
A
」

ほ
う
じ
ゃ
う
ゑ

（
言
語
）
放
生
会
（
時
候
）

以
上
「
鑑
海
」

は

う

ひ

は

う

ら

っ

放
屁
（
支
体
）
放
埒

（
人
倫
）

は

う

ひ

放
屁

（
支
体
）

っ
て
ク
部
に
、
ま
た
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
を
力
部
に
も
配
し
た
も
の

と
解
釈
で
き
る
。
一
方
、
表
音
的
な
仮
名
遣
に
拠
る
掲
出
を
優
先
し

て
い
な
い
場
合
も
み
ら
れ
る
。
「
放
」
を
頭
字
と
す
る
語
の
掲
載
状
況

を
同
様
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

｀

は

う

じ

ゃ

う

え

は

う

か

し

ハ
部
放
生
会
（
時
候
）
放
下
師

は
う
い
つ

放
逸
（
言
語
）

は

う

じ

ゃ

う

え

は

う

ら

っ

放
生
会
（
時
候
）
放
埒

は
う
く
は

放
火

は
う
ら
っ

放
埒
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っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
鑑
海
」
で
は
、
語
頭
に
オ
列
長
音
を

有
す
る
語
を
オ
列
の
仮
名
に
一
括
し
て
掲
載
す
る
の
は
タ
・
ナ
・
ハ
・

マ
・
ヤ
行
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
例
え
ば
「
老
」
や
「
労
」
を
頭
字

と
す
る
語
は
旧
来
の
節
用
集
と
同
様
に
ラ
部
に
掲
出
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
「
袖
中
A
」
で
は
口
部
と
ラ
部
の
両
部
に
掲
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
表
音
的
に
検
索
で
き
る
所
収
語
の
範
囲
は
、
確
実

に
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
挙
げ
た
「
光
」
や
「
放
」
を
頭
字
と
す
る
語
の
場
合

は
「
宝
暦
節
用
」
の
仮
名
遣
と
「
袖
中
A
」
の
仮
名
遣
が
よ
く
一
致

し
て
い
た
が
、
語
頭
の
「
ゐ
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う

と
は
言
え
な
い
。
「
宝
暦
節
用
」
や
「
文
翰
」
は
、
「
胃
」
や
「
射
場
」

ゐ
ん

及
び
「
院
」
の
よ
う
に
、
一
音
節
の
語
基
か
撥
音
を
伴
う
字
音
語
基

の
場
合
に
、
稀
に
「
ゐ
」
を
使
用
す
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
袖

中
A
」
は
、
そ
れ
ら
の
語
基
の
場
合
に
ほ
と
ん
ど
「
ゐ
」
を
使
用
す

る
だ
け
で
な
く
、
字
音
語
基
全
般
で
「
逸
散
」
の
よ
う
に
「
ゐ
」
を

使
用
す
る
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ゐ
」
の
使
用
は
、

貝
原
益
軒
の
和
字
解
が
「
一
説
、
は
ぬ
る
音
に
ゐ
の
字
を
書
。
院
隠

印
な
ど
の
類
な
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
ど
そ
れ
に
か
ぎ
ら
ず
、
音
の
上

は
皆
ゐ
の
字
を
書
べ
し
」
と
す
る
方
針
に
近
い
が
、
他
の
仮
名
遣
で

は
和
字
解
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
た
め
、
「
袖
中
A
」
に

お
け
る
「
椴
名
ノ
正
字
」
が
い
か
な
る
基
準
に
拠
っ
て
い
る
の
か
は

な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
袖
中
A
」
は
、
「
鑑
海
」
に
多
く
の
所
収
語

を
増
補
し
、
季
語
や
平
仄
に
関
す
る
情
報
を
付
加
す
る
一
方
で
、
辞

書
と
し
て
の
規
範
性
を
高
め
る
方
向
に
改
編
を
行
っ
た
節
用
集
と
い

え
る
。

0
「
正
字
」
群
（
「
正
字
」
・
「
袖
中
B
」
)

未
見
の
も
の
も
存
す
る
が
、
安
永
九
年
の
「
正
字
」
と
、
天
明
九

年
の
「
袖
中
B
」
、
寛
政
二
年
の
「
正
字
」
は
同
一
の
所
収
語
を
有
し
、

字
配
り
ま
で
同
一
で
あ
る
。
安
永
九
年
本
と
天
明
九
年
本
は
同
版
で
、

内
題
を
異
に
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
政
二
年
の
「
正
字
」
は
、

や
や
小
ぶ
り
に
改
版
さ
れ
て
お
り
、
版
心
の
位
置
が
や
や
左
に
寄
っ

(
1
0
)
 

て
丁
付
が
見
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

高
梨
(
-
九
八
八
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
正
字
」
は
、
「
袖
中
A
」

と
同
様
の
序
と
凡
例
を
有
し
、
季
語
や
平
仄
へ
の
配
慮
を
含
め
、
「
袖

中
A
」
と
同
じ
体
裁
を
採
る
。
所
収
語
も
、
図
口
に
見
る
通
り
、
直

ま

ほ

ほ

接
に
は
「
袖
中
A
」
に
拠
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「
保
補
甫
歩

ほ

ぼ
蓋
暮
」
の
よ
う
な
一
字
語
の
増
補
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
確
た
る

増
補
資
料
を
特
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
仮
名
遣
は
「
袖

ぼ

う

け

い

ば

う

け

い

中
A
」
の
「
謀
計
」
を
「
謀
計
」
と
訂
正
す
る
よ
う
な
例
も
散
見
さ

れ
る
が
、
概
ね
「
袖
中
A
」
に
近
い
も
の
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
正
字
」
は
「
袖
中
A
」
の
形
式
と
所
収
語
を

踏
襲
し
、
若
干
の
増
補
改
訂
を
行
っ
た
節
用
集
と
い
え
る
。

-29-



0
「
五
車
」
群
（
「
五
車
」
の
み
）

表
紙
の
外
題
下
に
「
高
田
政
度
選
」
の
記
載
が
あ
る
。
な
お
、
刊

記
の
「
文
政
五
年
」
の
部
分
は
書
体
が
周
囲
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
早
い
刊
年
の
も
の
が
あ
っ
た
可
能
性
が
存
す
る
。

折
本
で
、
行
草
一
体
。
高
田
政
度
編
纂
の
節
用
集
の
中
で
は
唯
一
、

付
訓
が
片
仮
名
で
あ
る
。
「
乾
坤
」
か
ら
「
言
語
」
に
至
る
一

0
門
構

成
で
あ
り
、
順
序
は
「
文
翰
」
に
近
い
が
、
「
鑑
海
」
の
一

0
門
構
成

を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
特
徴
も
「
鑑
海
」
と
同
様
で
あ
る
。

所
収
語
は
、
「
鑑
海
」
の
所
収
語
を
抄
出
し
た
上
で
若
干
の
増
補
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
門
の
順
序
を
一
般
的
な
節
用
集
に
近
づ
け
る
と

と
も
に
、
「
鑑
海
」
を
さ
ら
に
小
型
化
し
た
節
用
集
と
い
え
る
。

四
ま
と
め

以
上
、
高
田
政
度
編
纂
の
節
用
集
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

当
初
の
予
想
通
り
、
「
鑑
海
」
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
六
群
は
い
ず
れ
も

「
騒
海
」
を
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
に
改
編
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
鑑
海
」
に
は
じ
ま
る
節
用
集
の
一
系
統
に
つ
い
て
、
そ
の
広
が
り

の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

個
々
の
節
用
集
が
行
っ
た
改
編
に
つ
い
て
は
繰
り
替
え
さ
な
い
が
、

真
草
二
体
の
採
用
や
、
乾
坤
門
の
各
部
冒
頭
へ
の
移
動
、
仮
名
遣
の

修
訂
な
ど
、
「
文
翰
」
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
一
般
的
な
節
用
集
へ
の

回
帰
と
も
見
ら
れ
る
改
編
が
目
立
つ
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

字
引
的
な
役
割
に
特
化
し
て
編
纂
さ
れ
た
「
鑑
海
」
が
広
く
受
け
入

れ
ら
た
こ
と
で
、
各
々
に
旧
来
の
節
用
集
と
の
折
衷
を
図
っ
た
後
続

の
六
群
が
考
案
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、

「
謡
海
」
と
同
じ
体
裁
と
形
式
の
ま
ま
で
所
収
語
を
増
補
す
る
節
用

集
が
最
後
ま
で
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
高
田
政
度
編
纂
の
節
用

集
の
中
に
、
吉
文
字
屋
が
盛
ん
に
刊
行
し
て
い
た
清
濁
引
撥
に
よ
っ

て
所
収
語
を
分
類
す
る
節
用
集
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
興
味
深
い
。

易
林
本
節
用
集
の
刊
行
以
来
、
次
代
の
節
用
集
に
受
け
継
が
れ
る

よ
う
な
大
規
模
な
改
編
は
、
ま
ず
美
濃
版
の
節
用
集
で
試
み
ら
れ
、

そ
の
定
着
後
に
、
小
本
の
節
用
集
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
順
序
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
表
音
的
な
仮
名
遣
に
拠
る

所
収
語
掲
出
や
半
濁
点
の
頻
用
等
の
改
編
は
そ
れ
と
は
逆
に
、
小
本

で
行
草
一
体
の
「
鑑
海
」
で
は
じ
め
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
小
本
で

真
草
二
体
の
「
字
典
」
や
「
袖
中
A
」
、
「
正
字
」
に
、
あ
る
い
は
大

(11) 

本
で
真
草
二
体
の
「
文
会
」
へ
と
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
「
鑑
海
」
を

改
編
し
た
六
群
の
節
用
集
が
旧
来
の
節
用
集
の
体
裁
を
取
り
入
れ
た

こ
と
は
、
視
点
を
変
え
る
な
ら
ば
、
一
般
的
な
体
裁
を
持
つ
節
用
集

が
「
鑑
海
」
の
特
徴
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
字
引
的
な

節
用
集
の
特
徴
が
一
般
化
し
て
い
く
流
れ
の
一
端
を
こ
こ
に
窺
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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注(
1
)
高
田
政
度
編
纂
の
節
用
集
に
つ
い
て
は
、
既
に
高
梨
(
-
九
八
八
）

が
、
各
節
用
集
の
序
や
凡
例
を
紹
介
し
、
概
説
を
加
え
て
い
る
。

(
2
)
た
だ
し
、
書
名
に
〈
漢
語
増
補
〉
と
記
す
通
り
、
明
治
三
年
刊
本
に

し

き

び

お
い
て
「
揖
斐
医
師
伊
木
〈
名
字
〉
」
と
す
る
「
い
二
」
の
末
尾
一
ニ

語
を
、
「
遺
事
医
師
位
置
」
と
改
訂
す
る
よ
う
に
、
改
行
位
置
の
変

更
を
伴
わ
な
い
範
囲
内
で
見
出
語
を
変
更
す
る
事
例
は
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
刊
記
の
記
載
通
り
、
明
治
三
年
刊
本
は
、
天
保
一
五
年
刊
行
の
〈
懐

宝
〉
数
引
節
用
集
に
依
拠
し
て
い
る
。
明
治
三
年
刊
本
に
は
編
纂
者
に

関
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
に

よ
る
と
、
開
版
願
の
上
で
は
こ
の
本
の
作
者
も
高
田
政
度
と
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
早
引
節
用
集
の
版
権
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
(
-
九
九
八
）
を
参
照
の
こ
と
。

(
3
)
明
治
―
二
年
の
再
刻
本
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
『
享
保
以
後
大
阪

出
版
書
籍
目
録
』
に
よ
る
と
、
開
版
願
の
上
で
は
こ
ち
ら
の
明
治
三
年

刊
本
の
作
者
も
高
田
政
度
と
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
亀
田
文
庫
蔵
の
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
は
最
終
丁
に
元
禄
六
年
(
-
六

九
三
）
の
刊
記
を
有
す
る
が
、
年
代
記
の
記
載
は
宝
永
七
年
（
一
七
一

0
)
ま
で
下
る
。
ま
た
、
こ
の
最
終
丁
は
、
全
体
が
元
禄
六
年
刊
行
の

大
広
益
節
用
集
（
玉
川
大
学
蔵
）
の
最
終
丁
と
同
様
の
体
裁
で
あ
る
。

複
写
に
よ
る
比
較
で
は
両
者
が
同
版
で
あ
る
と
は
確
定
で
き
な
い
が
、

亀
田
文
庫
に
は
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
と
共
に
、
巻
末
を
逸
す
る
大
広
益

節
用
集
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
両
書
と
も
高
橋
正
意
の
旧
蔵
書
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
補
修
な
ど
の
際
に
誤
っ
て
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
に
大
広
益

節
用
集
の
最
終
丁
が
補
わ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
元
禄
年
間

に
は
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
の
辞
書
本
文
を
継
承
す
る
節
用
集
が
管
見
に

入
ら
な
い
こ
と
、
高
梨
(
-
九
九
七
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
大
海
節
用

和
国
宝
蔵
の
辞
書
本
文
は
元
禄
期
後
半
に
流
布
し
た
節
用
集
諸
本
よ
り

も
新
し
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
も
勘
案
す
る
と
、
現
段
階
で
は
、
こ
の

節
用
集
を
宝
永
頃
の
刊
行
と
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
亀
田
文
庫
本
以
外
の
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
を
元
禄
六
年
の
刊

行
と
し
て
引
用
し
て
い
る
論
考
も
あ
る
の
で
、
諸
本
を
博
捜
す
る
必
要

性
は
な
お
存
す
る
。

(
5
)
書
言
字
考
節
用
集
の
ホ
部
と
ハ
部
の
所
収
語
に
拠
る
と
、
「
鑑
海
」
の

ホ
部
の
所
収
語
の
う
ち
二
三

0
語
程
度
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
数
は
、
「
鑑
海
」
以
前
の
節
用
集
で
は
最
も
多
い
。

(
6
)
イ
ロ
ハ
分
類
が
施
さ
れ
て
い
る
門
の
み
の
数
で
あ
る
。

(
7
)
イ
ロ
ハ
分
類
を
行
っ
て
い
な
い
意
義
分
類
型
の
辞
書
で
は
、
六
四
門

に
分
割
す
る
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
の
童
子
字
尽
安
見
な
ど
、
門
数

の
細
分
化
が
進
ん
だ
も
の
が
あ
る
。

(
8
)
高
梨
(
-
九
八
八
）
は
「
袖
中
A
」
に
つ
い
て
、
「
『
宝
暦
節
用
字
海

蔵
』
（
宝
暦
六
年
刊
）
と
同
じ
く
漢
字
の
字
数
や
語
と
し
て
の
必
要
度
に

よ
っ
て
項
目
を
分
類
し
て
い
る
」
と
し
て
、
両
書
の
類
似
性
に
言
及
し

て
い
る
。
な
お
、
「
宝
暦
節
用
」
の
編
纂
に
は
鑑
海
が
参
照
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
別
に
考
察
の
機
会
を
持
ち
た

、。
＞ヽ

(
9
)
宝
暦
一

0
年
刊
行
の
増
字
百
倍
早
引
節
用
集
の
所
収
語
掲
出
方
針
も

「
袖
中
A
」
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

(
1
0
)
こ
の
よ
う
な
改
修
に
つ
い
て
は
佐
藤
(
-
九
九
六
b
)

に
言
及
が
あ

る。
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(
1
1
)
「
鑑
海
」
か
ら
宝
暦
新
撰
早
引
節
用
集
、
増
字
百
倍
早
引
節
用
集
、

大
全
早
引
節
用
集
へ
の
流
れ
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
面
が
あ
る
。
佐
藤

（
一
九
九
O
b
)
参
照
。

参
考
文
献

佐
藤
貴
裕
(
-
九
九

0
a
)
「
近
世
後
期
節
用
集
に
お
け
る
引
様
の
多
様
化
に

つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
一
六

0
)

佐
藤
貴
裕
(
-
九
九
O
b
)

「
早
引
節
用
集
の
流
布
に
つ
い
て
」

（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
―
-
』
）

佐
藤
貴
裕
(
-
九
九
四
）
「
早
引
節
用
集
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

（
『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
』
二
ニ
）

佐
藤
貴
裕
（
一
九
九
六

a)
「
近
世
節
用
集
書
名
変
遷
考
ー
資
料
篇
・
付
言

|
」
（
『
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文
科

学
』
四
四
—
二
）

佐
藤
貴
裕
(
-
九
九
六
b
)
「
近
世
節
用
集
の
記
述
研
究
へ
の
視
点
|
'
形
式
的

特
徴
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一五）

佐
藤
貴
裕
(
-
九
九
八
）
「
近
世
節
用
集
版
権
問
題
通
覧
|
嘉
永
・
明
治
初
年

間
ー
」
（
『
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文

科
学
』
四
七
ー
一
）
斯
道
文
庫
(
-
九
六
二

S

六
四
）
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』

高
梨
信
博
(
-
九
八
八
）
「
近
世
節
用
集
の
序
・
跛
・
凡
例
（
二
）
」

（
『
国
語
学
研
究
と
資
料
』
一
四
）

高
梨
信
博
(
-
九
九

0
)
「
近
世
節
用
集
の
序
・
敗
．
凡
例
（
四
）
」

（
『
国
語
学
研
究
と
資
料
』
一
四
）

高
梨
信
博
（
一
九
九
四
）
「
早
引
節
用
集
の
成
立
」
（
『
国
文
学
研
究
』
―
一
三
）

高
梨
信
博
(
-
九
九
七
）
「
近
世
節
用
集
の
一
展
開
ー
四
十
七
部
系
か
ら
四
十

五
•
四
十
四
部
系
ヘ
ー
」
（
『
国
文
学
研
究
』
一

二
三
）

山
田
忠
雄
(
-
九
六
一
）
『
開
版
節
用
集
分
類
目
録
』

米
谷
隆
史
(
-
九
九
七
）
「
元
禄
期
の
節
用
集
に
つ
い
て
」
（
『
語
文
』
六
九
）

米
谷
隆
史
（
二

0
0
1
)
「
鑑
海
節
用
集
の
形
式
的
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
語
文
』
七
五
・
七
六
合
併
輯
）

米
谷
隆
史
（
二

0
0三
）
「
近
世
中
期
節
用
集
の
意
義
分
類
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
ニ
）

本
稿
で
参
照
し
た
資
料
は
以
下
の
も
の
を
除
い
て
拙
蔵
本
に
拠
っ
た
。

大
海
節
用
和
国
宝
蔵
・
大
節
用
文
字
宝
鑑
・
天
明
六
年
刊
字
典
節
用
集
・

文
政
五
年
刊
新
撰
正
字
通

（
国
会
図
書
館
蔵
亀
田
文
庫
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
に
よ
る
）

新
撰
部
分
節
用
集
・
明
和
五
年
刊
鑑
海
節
用
集
（
佐
藤
貴
裕
氏
蔵
本
に
よ
る
）

五
車
抜
錦
（
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
の
複
写
に
よ
る
）

和
字
解
（
益
軒
全
集
所
収
本
文
に
よ
る
）
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